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〈  

神
々
／
出
現
／
ま
ろ
う
ど  

〉

　
一
般
に
折
口
信
夫（
釈
超
空
、１
８
８
７
〜
１
９
５
３
）

は
歌
人
な
い
し『
死
者
の
書
』の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
研
究
対
象
は
広
範
多
岐
に
わ
た
り
─
国
文
学
や
民
俗

学
な
ど
─
既
存
学
問
分
野
の
枠
に
収
ま
り
き
れ
な
い
。

「
折
口
学
」と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、そ
の
折
口
学
の

最
重
要
概
念
の
一
つ
が「
ま
れ
び
と
」で
あ
る
。
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）
に
出
版
さ
れ
た
『
古
代
研
究
』
の
第
２
論
文

「
古
代
生
活
の
研
究
」で
、折
口
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
　

 

祖
先
の
使
ひ
遺
し
た
語
で
私
ど
も
の
胸
に
も
ま
だ

あ
る
感
触
を
失
は
な
い
の
は「
ま
れ
び
と
」と
い
う

語
で
あ
る
。〔
…
〕ま
れ
び
と
の
最
初
の
意
義
は
神

で
あ
つ
た
ら
し
い
。
時
を
定
め
て
来
り
臨
む
神
で

あ
る
。〔
…
〕
此
の
神
は
〔
…
〕
春
の
は
じ
め
に
村

を
訪
れ
て
一
年
間
の
予
祝
を
し
て
行
つ
た
神
だ

つ
た
ら
し
い
。
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。
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折
口
は
「
ま
れ
び
と
」
と
は
「
神
」
で
あ
る
、
と
定
義
し
て
こ
う
続
け
る
。

　
　
　

 

こ
の
ま
れ
び
と
な
る
神
た
ち
は
、
私
ど
も
の
祖
先
の
海
岸
を
逐お

う
て
移

つ
た
時
代
か
ら
持
ち
越
し
て
、後
に
は
天
上
か
ら
来
臨
す
る
と
考
へ
、更
に

地
上
の
あ
る
地
域
か
ら
も
来
る
事
と
思
ふ
よ
う
に
変
は
つ
て
来
た
。

　
「
ま
れ
び
と
」す
な
わ
ち「
神
」は
、「
初
春
毎
」に
来
臨
し
て「
村
の
家
々
に
一
年

中
の
心
躍
る
よ
う
な
預
言
を
与
へ
て
去
」る
。こ
の
よ
う
な
属
性
が「
次
第
に
向
上
し

て
は
、天
上
の
至
上
神
を
生
み
出
」し
、「
ま
れ
び
と
の
国
を
、高
天
原
に
考
へ
る
様

に
な
」り
、
さ
ら
に「
内
容
が
分
岐
」し
て「
海
か
ら
し
、
高
天
原
か
ら
す
る
者
」以

外
の「
地
上
に
属
す
る
神
た
ち
を
も
含
め
る
様
に
な
つ〔
た
〕様
で
あ
る
」、
と
言
う

の
だ
。

　
俗
っ
ぽ
く
言
い
換
え
る
と
、
日
本
の
神
話
は
─
お
そ
ら
く
南
方
か
西
方
か
ら
─

海
を
渡
っ
て
列
島
に
─
水
平
的
に
─
渡
来
し
て
き
た
祖
先
の
移
動
の
伝
承
を
、ど
こ

か
の
─
時
間
的
・
地
理
的
─
ポ
イ
ン
ト
で
縦
に
90
度
起
ち
上
げ
、
垂
直
的
な
─
天

か
ら
地
へ
の
─
「
降
臨
」
の
物
語
で
─
ほ
ぼ
全
体
を
─
上
書
き
し
、
さ
ら
に
後
の

列
島
内
に
お
け
る
─
ほ
ぼ
東
か
ら
西
へ
の
─
定
住
の
動
き
に
と
も
な
っ
て
、「
地

上
」の
在
来
の
先
住
主
と
の
交
接
経
験
も
組
み
込
む
か
た
ち
で
、成
立
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
大
胆
に
─
あ
る
い
は
無
謀
に
─
踏
み
込
め
ば
、
垂
直
方
向

の
天
か
ら
降
臨
す
る
「
ま
れ
び
と
」
が
「
天
つ
神
」
で
、
国
土
の
上
で
水
平
方
向
で

来
臨
す
る
「
ま
れ
び
と
」
が
「
国
つ
神
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
折
口
の「
ま
れ
び
と
」論
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
も
な
い

─
し
た
が
っ
て
、当
を
得
て
い
る
と
は
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
─
が
、並
外
れ
の

文
学
者
で
も
あ
る
折
口
の
評
論
は
─
い
っ
そ
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
と
言
い
た
く
な
る
ほ
ど

─
含
蓄
と
陰
翳
に
富
ん
で
お
り
、か
つ
発
表
か
ら
ほ
ぼ
１
世
紀
も
の
時
を
経
た
今
と

な
っ
て
は
、多
様
な
解
釈
可
能
性
が
開
か
れ
て
─
し
ま
っ
て
─
い
る
。こ
こ
は
、批

判
の
追
っ
手
の
迫
ら
ぬ
う
ち
に
、無
謀
浅
慮
を
懐
に
、可
能
性
の
隙
間
に
逃
げ
込
ん

で
し
ま
お
う
。

〈  

来
た
り
臨
む
神  

〉

　
「
古
代
生
活
の
研
究
」で
、
日
本
の
神
の
存
在
の
あ
り
よ
う
を「
出
現
」と
捉
え
た

折
口
は
、
次
に
話
題
を
神
の
住
ま
う「
常
世
」に
移
し
て
い
く
の
だ
が
、
異
郷
と
し

て
の
常
世
に
つ
い
て
、「
妣は

は
が
国
へ
・
常
世
へ
」
と
い
う
論
文
に
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
見
え
る
。

　
　
　

 

時
に
は
一
人
ぼ
つ
ち
で
出
か
け
て
脅
す
神
は
あ
つ
て
も
、大
抵
は
、此
方
か

ら
出
向
か
ね
ば
、
姿
も
見
せ
な
い
の
で
あ
つ
た
。
さ
は
つ
て
、
神
の
祟
り
を

見
ら
れ
た
の
は
、
葛
城
ノ
一
言
主
に
お
け
る
泊
瀬
天
皇
の
歌
で
あ
る
。

　
わ
か
っ
た
振
り
は
し
な
い
。
ほ
と
ん
ど
意
味
が
つ
か
め
な
い
。「
さ
は
つ
て
」
も

わ
か
ら
な
け
れ
ば
、「
泊
瀬
天
皇
の
歌
」が
何
か
も
、
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
折
口
が

「
葛
城
ノ
一
言
主
」を「
一
人
ぼ
つ
ち
で
出
か
け
て
脅
す
神
」と
言
っ
て
い
る
の
か
、

「
此
方
か
ら
出
向
か
ね
ば
、姿
も
見
せ
な
い
」神
だ
と
し
て
い
る
の
か
も
胡
乱
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
だ
け
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
折
口
は
「
葛
城
ノ
一
言
主
」
が
「
神
」

で
あ
り
、
か
つ
「
最
初
の
意
義
」
に
忠
実
な
「
来
た
り
臨
む
神
」
と
捉
え
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。

S
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〈  
記
紀
の
異
同  

〉

　
　
　

 
四
年
春
二
月
、
天
皇
射
獵
於
葛
城
山
、
忽
見
長
人
、
來
望
丹
谷
、
面
貌
容
儀

相
似
天
皇
、
天
皇
、
知
是
神
、
猶
故
問
曰
、
何
處
公
也
、
長
人
對
曰
、
現
人

之
神
、
先
稱
王
諱
、
然
後
應
噵
、
天
皇
答
曰
、
朕
是
幼
武
尊
也
、
長
人
次
稱

曰
、
僕
是
一
事
主
神
也
、
遂
與
盤
于
遊
田
、
驅
逐
一
鹿
、
相
辭
發
箭
、
竝
轡

馳
騁
、
言
詞
恭
恪
、
有
若
逢
仙
、
於
是
、
日
晩
田
罷
、
神
侍
送
天
皇
、
至
來

目
水
、
是
時
、
百
姓
咸
言
、
有
德
天
皇
也

　
こ
れ
が『
日
本
書
紀
』に
お
け
る「
一
事
主
神
」の
登
場
シ
ー
ン
で
あ
る
。
一
方
、

『
古
事
記
』
で
は
、「
葛
城
之
一
言
主
大
神
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
現
れ
る
。

　
　
　

 

又
一
時 

天
皇
登
幸
葛
城
山
之
時 

百
官
人
等 

悉
給
著
紅
紐
之
青
摺
衣
服 

彼
時
有
其
自
所
向
之
山
尾 

登
山
上
人 

既
等
天
皇
之
鹵
簿 

亦
其
裝
束
之
狀 

及
人
衆 

相
似
不
傾 

爾
天
皇
望 

令
問
曰
於
茲
倭
國 
除
吾
亦
無
王 

今
誰
人

如
此
而
行 

卽
答
曰
之
狀 

亦
如
天
皇
之
命 

於
是 

天
皇
大
忿
而
矢
刺 

百
官

人
等
悉
矢
刺 

爾
其
人
等
亦
皆
矢
刺 

故
天
皇
亦
問
曰 

然
告
其
名 

爾
各
告

名
而
彈
矢 

於
是
答
曰 

吾
先
見
問 

故
吾
先
爲
名
告 

吾
者 

雖
惡
事
而
一
言 

雖
善
事
而
一
言 

言
離
之
神 

葛
城
之
一
言
主
大
神
者
也 

天
皇
於
是
惶
畏
而

白 

恐
我
大
神 

有
宇
都
志
意
美
者 

自
宇
下
五
字
以
音 

不
覺 

白
而 

大
御

刀
及
弓
矢
始
而 

脱
百
官
人
等
所
服
衣
服 

以
拜
獻 

爾
其
一
言
主
大
神 

手

打
受
其
捧
物 

故 

天
皇
之
還
幸
時 

其
大
神
滿
山
末 

於
長
谷
山
口
送
奉 

故

是
一
言
主
之
大
神
者
、
彼
時
所
顯
也

　
『
日
本
書
紀
』も『
古
事
記
』も
、葛
城
山
で
雄
略
天
皇
と
相
ま
み
え
る
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
同
じ
だ
が
、両
者
が
か
ら
む
シ
ー
ン
は
微
妙
に
─
い
や
、か
な
り
─
違
っ

て
い
る
。

　
『
日
本
書
紀
』で
は
、
仲
良
く
一
緒
に
狩
り
を
楽
し
む「
同
格
」の
存
在
と
し
て
描

か
れ
、『
古
事
記
』で
は
、一
言
主
の「
格
上
」が
示
唆
さ
れ
て
い
て
、天
皇
は「
惶

お
そ
れ
か
し
こ
み

畏
」

し
て
太
刀
や
弓
矢
ば
か
り
か
部
下
の
着
衣
ま
で
献
上
す
る
。
一
般
に
こ
の
差
異
は
、

両
著
の
書
か
れ
た
時
期
の
間
に
一
言
主
神
の
地
位
が
低
下
し
た
た
め
と
さ
れ
る
の
だ

が
、
腑
に
落
ち
な
い
。
降
格
さ
せ
る
な
ら
、
舞
台
設
定
を
同
じ
に
す
る
必
要
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
ま
し
て「
面
貌
容
儀
相
似
天
皇
」と
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
凝
ら
す
理
由

は
、
と
ん
と
見
当
た
ら
な
い
。
位
格
を
お
と
し
め
た
い
な
ら
、
一
言
主
を
こ
の
シ
ー

ン
か
ら
更
迭
な
り
左
遷
し
て
、地
位
に
相
応
し
い
登
場
場
面
を
設
定
し
直
せ
ば
よ
い

で
は
な
い
か
。記
紀
の
記
述
の
違
い
は
、時
間
差
よ
り
も
む
し
ろ
各
々
の
執
筆
動
機

あ
る
い
は
編
集
方
針
の
相
違
、
す
な
わ
ち
皇
祖
神
の
末
裔
た
る
統
治
（
者
）
の
正
統

性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
こ
ろ
に
主
眼
を
置
く『
日
本
書
紀
』と
古
か
ら
伝
承
さ
れ
た

確
実
な
事
柄
の
記
録
を
主
旨
と
す
る
『
古
事
記
』、
そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
違
い

に
よ
る
と
考
え
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
一
言
主
は
、
体
格
が
立
派
（
長
人
）
で
堂
々
た
る
態
度
の
─
し

か
も
─「
現
人
之
神
」で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
一
言
主
が「
面
貌
容
儀
相
似

天
皇
」で
あ
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
雄
略
帝
の
─
統
治
の
正
統
性
を
保
証
す
る
─
威

厳
・
権
威
と
神
性
を
、一
言
主
か
ら
逆
照
射
し
た
よ
う
に
見
え
る
。念
の
入
っ
た
こ

と
に
、そ
の「
現
人
之
神
」に
途
中
ま
で
送
ら
せ
る
と
い
う
演
出
ま
で
加
え
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
、
一
言
主
に
は
附
属
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た「
徳
性
」を
も
、
雄
略
帝
に

具
備
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。こ
こ
に
お
い
て
、臣
下
の
者
ど
も（「
百
姓
」）

か
ら「
徳
を
お
持
ち
の
天
皇
」と
感
嘆
さ
れ
る
、
為
政
者
・
雄
略
帝
像
が
完
成
し
た

の
で
あ
る
。
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さ
て「
雄
略
帝
が
一
言
主
と
相
似
し
て
い
る
な
ら
ば
、雄
略
帝
は
正
統
な
有
徳
の

為
政
者
で
あ
る
」
と
の
論
理
命
題
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
一
言
主
は
、
正

統
か
つ
有
徳
の
者
で
あ
る
」が
、与
件（
前
提
）と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ

を
保
証
す
る
の
が
、『
日
本
書
紀
』
に
先
行
に
す
る
─
確
か
な
古
伝
を
記
録
し
た
─

『
古
事
記
』
の
一
言
主
で
あ
る
。

　
注
意
深
く
読
め
ば
、『
古
事
記
』の
一
言
主
は「
面
貌
容
儀
相
似
天
皇
」、
す
な
わ

ち
雄
略
帝
と
そ
っ
く
り
な
存

在
で
は
な
い
。
似
て
い
る
の

は
、
そ
の
一
行
の
隊
列
の
規

模
や
組
み
立
て
、
着
衣
の
デ

ザ
イ
ン
や
色
の
方
で
あ
る
。

一
言
主
御
一
行
の
あ
り
よ
う

は
、
も
は
や「
行
幸
」と
言
う

べ
き
も
の
な
の
だ
。
し
か
し
、

行
幸
は
天
皇
だ
け
が
行
い
得

る
行
為
の
は
ず
だ
。
不
敬
な

振
る
舞
い
は
糺
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。そ
こ
で
、そ
の

名
が
質
さ
れ
る
の
だ
が
、
答

え
は
返
っ
て
こ
な
い
。
無
礼

な
態
度
に
矢
で
威
嚇
す
る
と
、

相
手
も
矢
で
対
抗
す
る
。
こ

う
な
れ
ば
戦
闘
あ
る
の
み
、

正
々
堂
々
と
名
乗
り
合
っ
て
戦
お
う
で
は
な
い
か
。相
手
も
こ
れ
を
聞
き
入
れ
て
、で

は
先
に
問
わ
れ
た
私
か
ら
と「
吾
者 

雖
惡
事
而
一
言 

雖
善
事
而
一
言 

言
離
之
神
」

と
言
い
放
ち
、
こ
う
名
乗
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

 

葛
城
之
一
言
主
大
神
者
也
（
葛
城
の
一
言
主
の
大
神
で
あ
る
）

　
こ
の
名
を
聞
く
や
、
雄
略
帝
は
畏
怖
恐
惶
す
る
。
と
言
っ
て
、
も
ち
ろ
ん「
一
言

主
」と
い
う
名
称
に
畏
ま
っ
た
の
で
も
、善
悪
い
ず
れ
も
一
言
で
為
す
と
い
う
能
力

を
─
ま
あ
こ
れ
に
は
、
多
少
驚
い
た
だ
ろ
う
が
─
恐
れ
た
の
で
も
な
い
。
雄
略
帝

が「
惶
畏
」し
た
の
は
、
一
言
主
が「
我
大
神
」だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
思
わ

ず「（
我
が
大
神
が
）ま
さ
か
、
現
実
に
お
姿
を
現
す
と
は
！
」と
い
う
言
葉
が
口
を

つ
い
た
の
だ
。

　
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、『
古
事
記
』
が
確
実
な
伝
承
の
記
録
と
し
て
、
ま
ず

「
一
言
主
＝
雄
略
帝
の
祖
先
神
＝
大
神
」と
保
証
し
、次
い
で
こ
の「
大
神
＝
一
言
主
」

を
前
提
に
、『
日
本
書
紀
』
で
「
一
言
主
＝
雄
略
帝
」
を
導
き
、
終
に
は
「
大
神
＝

一
言
主
＝
雄
略
帝
」
か
ら
、「
高
天
原
の
天
上
世
界
＝
葛
城
＝
泊
瀬
」
を
一
体
化
に

向
か
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
神
の
世
」
と
「
人
の
世
」
を
跨
ぎ
、
葛
城
山
系
と
泊

瀬
の
宮
を
含
む
青
垣
の
山
々
を
繋
ぐ
、古
今
・
東
西
の
融
合
し
た
上
代
日
本
に
お
け

る
統
治
の
「
時
空
間
」
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
空
間
的
統
合
は
、『
古

事
記
』で
は「
大
神
は
葛
城
の
稜
線
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
、
天
皇
が
長
谷
の
山
に

登
り
口
に
到
着
す
る
ま
で
見
送
り
を
し
た
（
天
皇
之
還
幸
時 

其
大?

滿
山
末 

於
長

谷
山
口
送
奉
）」
と
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
れ
ば
、「
葛
城
之
一
言
主
」は
、こ
の
国
の
上
代
史
上
─
少
な
く
と
も
、
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上
代
史
形
成
を
目
指
し
た
者
た
ち
に
と
っ
て
は
─
最
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占

め
る
存
在
で
あ
る
。
極
言
す
る
と
、
一
言
主
の
「
出
現
」
が
な
け
れ
ば
、『
記
紀
』

連
携
に
よ
る
磐
石
の
政
権
基
盤
な
ど
、
築
き
よ
う
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
逆
か
ら
見
れ
ば「
葛
城
之
一
言
主
」の
役
割
は
、
後
に
も
先
に
も
、
こ
の

と
き
の
─
あ
え
て
、
大
悪
天
皇
と
も
称
さ
れ
た
雄
略
帝
へ
の
─「
出
現
」に
尽
き
て

い
る
と
も
言
え
る
。『
古
事
記
』
が
記
す
よ
う
に
一
言
主
は
こ
の
と
き
初
め
て
顕
現

（「
一
言
主
之
大
神
者
、
彼
時
所
顯
」）
し
、
こ
れ
以
外
は
『
記
紀
』
に
現
れ
な
い
。

現
れ
る
必
要
も
動
機
も
す
で
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。正
史
と
さ
れ
る「
六
国
史
」に

は
、
僅
か
に
平
安
期
に
編
纂
さ
れ
た『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』及
び『
日
本
三
代
実

録
』に
は
、「
葛
城
（
木
）
一
言
主
神
（
社
）」に
勲
位
を
授
与
し
た
記
事
が
─
関
連

的
に
─
載
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

〈  

誤
解
さ
れ
た
一
言
主
之
神  

〉

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
日
本
霊
異
記
（
日に

本ほ
ん

国こ
く

現げ
ん

報ぽ
う

善ぜ
ん

悪あ
く

霊り
ょ
う

異い

記き

）』

（
成
立
：
９
世
紀
初
？
）や『
今
昔
物
語
集
』（
成
立
：
12
世
紀
初
？
）に
は
、
役
小

角（
役
行
者
／
６
３
４
？
〜
７
０
１
？
）の
架
橋
工
事
を
邪
魔
し
て
石
に
縛
り
つ
け

ら
れ
た
と
の
─
一
言
主
に
と
っ
て
は
実
に
不
面
目
な
─
記
事
が
あ
る
。

　
し
か
し
、こ
の
記
述
に
つ
い
て
当
の
役
行
者
サ
イ
ド
は
、迷
惑
そ
う
に
否
定
す
る
。

「
世
説
に
、役
行
者
、石
縛
し
て
、幽
谷
に
投
す
と
、そ
は
愚
俗
の
心
よ
り
、行
者
の

呪
力
を
云
ん
為
に
、
弁

わ
き
ま
え

も
な
く
、
言
弘ひ

ろ
め
し
は
、
所
謂
、
贔
屓
の
、
ひ
き
だ
お
れ

と
い
ふ
、
類
ひ
な
ら
ん
歟や

」
（
山
本
為
三
郎
『
役
行
者
御
一
代
記
』、
明
治
25
年
、

龍
雲
社
）と
。あ
る
い
は「〔
一
言
主
は
〕葛
城
山
の
神
な
る
事
。疑
ひ
な
し
然
る
に
。

役
行
者
石
縛
し
て
。幽
谷
に
つ
な
が
ば
山
を
押お

う
り
ゃ
く掠

す
る
に
あ
た
る
。是
非
道
の
振
舞

に
あ
ら
ず
や
。如
是
き
働
き
を
な
す
。

行
者
に
あ
ら
ず
。具
俗
の
心
よ
り
。行

者
の
咒
力
を
云
ん
為
に
。
弁
も
な
く

云
弘
め
し
は
。
贔
屓
の
ひ
き
だ
お
れ

と
。
い
へ
る
類
い
な
る
歟
」
（
藤
井

佐
兵
衛
『
役
行
者
御
伝
記
』、
明
治
41

年
、
藤
井
文
政
堂
）、
と
。

　
一
方
、「
大
和
の
水
木
か
、
水
木
の

大
和
か
」
と
言
わ
れ
た
水
木
要
太
郎

（
十
五
堂
／
１
８
６
５
〜
１
９
３
８
）

は
「
雄
略
天
皇
御
猟
の
時
現
れ
給
ひ

共
に
馳
せ
め
ぐ
り
給
ひ
て
帝
を
久
米

川
ま
で
奉
送
し
給
ひ
し
も
不
遜
の
罪
あ
り
て
土
佐
に
遷
さ
れ
給
ひ
ぬ
天
平
宝
字
八

年
氏
人
の
奏
請
に
よ
り
て
本
国
に
復
り
給
ふ
に
及
び
初
め
て
一
言
主
の
名
を
以
て
現

れ
給
ひ
し
な
り
」と
、一
言
主
に
つ
い
て
も
博
識
ぶ
り
を
発
揮
す
る（『
大
和
巡
』、
明

治
36
年
、
奈
良
県
協
賛
会
）
が
、『
日
本
書
紀
』
の
詳
細
に
亘
る
解
説
者
は
「
か
の

土
左
国
に
遷
さ
れ
し
は
。〔
…
〕
一
言
主
神
に
は
非
す
。〔
…
〕
一
言
主
の
御
事
は
。

記
紀
に
見
え
た
る
如
く
な
れ
ば
。放
逐
ら
れ
玉
ひ
べ
き
由
な〔
し
〕」（
飯
田
永
夫『
日

本
書
紀
通
釈 

第
四
』藤
森
佐
吾
吉
）と
、至
極
も
っ
と
も
な
根
拠
を
挙
げ
て
水
木
の

説
を
一
蹴
す
る
。さ
ら
に
、こ
の
著
者
は「
な
ほ
此
神〔
※
一
言
主
神
〕の
御
事
は
世

俗
に
種
々
云
る
事
あ
れ
と
も
。み
な
誤
れ
る
こ
と
記
伝
に
委く

わ
し

く
弁わ

き
ま

へ
云
れ
た
り
」

と
─『
日
本
書
紀
』な
ら
ぬ
─
本
居
宣
長
の『
古
事
記
伝
』に
依
拠
し
、
世
俗
の
異
説

の
こ
と
ご
と
く
を
一
括
廃
棄
し
て
い
る
。

SERIES REPORT  │  葛城一言主神社

萬葉歌碑（巻十一の二六三九） 
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〈  

一
言
主
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
？  

〉

　
さ
て
、気
に
な
る
の
は
─
も
ち
ろ
ん
気
に
し
な
く
良
い
し
、気
に
し
な
い
方
が
よ

り
良
い
の
だ
ろ
う
が
、
ど
う
に
も
知
り
た
く
な
る
の
が
─
一
言
主
の「
正
体
」で
あ

る
。さ
し
あ
た
っ
て
の
手
掛
か
り
は
、ま
た
し
て
も
─
理
解
不
能
と
い
う
よ
り
、い

か
よ
う
に
も
解
釈
可
能
と
い
う
意
味
で
─
「
難
解
」
な
折
口
信
夫
で
あ
る
。

　
日
本
の
神
の
存
在
の
あ
り
よ
う
─
そ
の
原
型
─
を
「
出
現
」
と
捉
え
た
折
口
は
、

「
葛
城
の
一
言
主
」に
も
言
及
し
た
論
文「
妣
が
国
へ
・
常
世
へ
」で
、
神
々
の
住
ま

う
と
こ
ろ
─
す
な
わ
ち「
妣
が
国
」と「
常
世
」─
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
ま
ず「
妣
が
国
」と
は
、「
本
つ
国
」す
な
わ
ち
父
祖
の
地
へ
の
憧
れ
の
謂
い
だ
が
、

そ
れ
が「
父
」で
な
く「
母
（
妣
）」で
あ
る
の
は
、
古
代
よ
く
あ
っ
た
─
と
折
口
の

説
く
─
異
族
結
婚
を
し
た
も
の
の
離
縁
さ
れ
た「
母
の
帰
つ
た
異
族
の
村
を
思
ひ
や

る
心
か
ら
出
た
も
の
」で
、「
ど
う
し
て
も
行
か
れ
ぬ
国
に
値あ

が
た

ひ
難
い
母
の
名
を
冠か

む

ら
せ
」た
の
だ
と
言
い
、「
妣
が
国
は
、
本
つ
国
土
」へ
の「
空
想
化
さ
れ
た
回
顧
の

感
情
」だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
、こ
の
よ
う
な「
過
ぎ
来
た
方
を
ふ
り
返
る
妣
が
国
の
考
へ
」に
対
し
て
、

「
ほ
ん
と
う
の
異
郷
趣
味
」か
ら「
気
候
が
よ
く
て
、
物
質
の
豊
か
な
住
み
よ
い
国
」

で
あ
る「
常
世
の
国
」
へ
の
憧
れ
が
出
て
く
る
。「
富
の
予
期
に
牽
か
れ
て
、
東
へ

〳
〵
と
進
」む
祖
先
の
行
く
手
に
は
常
に「
未
知
之
国
」が
あ
っ
た
。「
其
空
想
の
国

を
祖
た
ち
の
話
で
は
常
世
」と
言
い
、「
曾か

つ
て
は
妣
が
国
と
し
て
、
恋
慕
の
思
ひ
を

よ
せ
た
此
の
国
は
、現
実
の
悦
楽
に
満
ち
た
楽
土
」に
変
わ
っ
た
の
だ
と
言
う
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
常
世
」
を
「
海
の
あ
な
た
」
の
楽
土
と
す
る
考
え
方
は
比
較
的

新
し
く
、「
一
代
古
い
処
で
は
と
こ
よ
が
常
夜
で
〔
…
〕
闇
か
き
昏
す
恐
し
い
神
の

国
と
考
へ
て
い
た
ら
し
い
」と
し
、
本
居
宣
長
の
所
見
を
引
い
て「
翁
の
説
を
詮
じ

つ
め
れ
ば
、夜よ

見み

或
は
、根
と
言
ふ
名
に
こ
め
ら
れ
た
よ
も
つ
大
神
の
う
し
は
く
国

は
祖
々
に
常
夜
と
よ
ば
れ
て
、
こ
は
が
ら
れ
て
居
た
こ
と
が
あ
る
」
と
解
釈
す
る
。

そ
し
て
宣
長
が「
常
世
の
長
鳴
き
鳥
」の「
と
こ
よ
」を「
常
夜
の
義
」と
す
る
説
を

支
持
し
、「
而
も
、一
方
」と
力
を
込
め
て
、
宣
長
が「
雄
略
紀
の
大
漸（
※
＝
大
病
）

に『
と
こ
つ
く
に
』の
訓
を
採
用
」し
た
こ
と
か
ら
、
宣
長
は「〔
と
こ
つ
く
に
を
〕

死
の
国
と
見
て
居
る
」と
指
摘
し
、折
口
は「
よ
も
つ
大
神
の
う
し
は
く
国
は〔
…
〕

死
の
国
の
又
の
名
と
考
へ
て
も
、
よ
い
様
で
あ
る
」と
結
ぶ
。

　
こ
の
結
論
に
続
い
て
、
先
に
引
用
し
た
一
言
主
出
現
の
文
章
─「
さ
は
つ
て
、
神

の
祟
り
を
見
ら
れ
た
の
は
、葛
城
ノ
一
言
主
に
お
け
る
泊
瀬
天
皇
の
歌
」云
々
─
が
、

次
の
よ
う
な
文
脈
で
現
れ
る
。

　
折
口
は「
光
輝
あ
る
後
日
譚
に
先
立
」
つ「
国
語
（
ク
ニ
カ
タ
リ
）」
が
、「
朝
廷

の
語
部
」
が
伝
え
る「
天
語
（
ア
マ
カ
タ
リ
）
に
習
合
せ
ら
れ
」て「
物
語
の
筋
さ

へ
見
え
な
く
な
つ
た
」
と
言
い
、「
国
語
の
辞
の
腐
葉
が
、
可
な
り
あ
つ
た
」
は
ず

な
の
に「
祖
々
の
世
々
の
跡
に
は
、
異
族
に
対
す
る
恐
怖
の
色
あ
ひ
が
、
極
め
て
少

な
い
」と
補
足
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
の
例
外
的
事
例
と
し
て「
一
言
主
」を
取

り
上
げ
て
い
る
。
か
ん
じ
ん
の「
泊
瀬
天
皇
の
歌
」は
不
明
だ
が
、
折
口
は
こ
れ
に

関
連
す
る
か
た
ち
で
、
全
国
各
地
の「
荒
ぶ
る
神
」な
ど「
人
殺
る
者
は
到
る
処
の

山
中
に
、
小
さ
な
常
夜
の
国
を
構
へ
て
居
」
り
、「
国く

栖ず

〔
…
〕
土
蜘
蛛
な
ど
は
、

山
深
く
の
み
ひ
き
籠
つ
て
居
た
の
で
は
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論
旨

か
ら
す
る
と
、折
口
は
、一
言
主
神
が
大
和
朝
廷
の
系
譜
以
前
の「
国
つ
神
」で
あ
り
、

葛
城（
山
）を「
黄
泉
国
」と
─
少
な
く
と
も
、
柏
瀬
天
皇
す
な
わ
ち
雄
略
天
皇
は
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そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
─
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
折
口
の
所
論
を
整
理
す
る
と
、
一
言
主
（
神
）
と
は
、

　
　
①　

 

神
の
本
来
の
あ
り
方
で
あ
る「
出
現
神
」で
あ
る
。

　
　
②　

 

降
臨
し
た
と
さ
れ
る「
天
つ
神
」で
は
な
く
、
国
造
り
・
国
譲
り
を
し
た

「
国
つ
神
」の
系
譜
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
③　

 

死
者
の
国
で
あ
る「
黄
泉
国
」の
存
在
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
、『
古
事
記
』
の
次
の
よ
う
な
記
述
を
重
ね
て
み
よ
う
。

　
　
④　

 

一
言
主
（
神
）」は
、
雄
略
帝
の「
我
大
神
」す
な
わ
ち
祖
先
神
で
あ
る
。

一
言
主
（
神
）
と
は
、
②
〜
④
の
条
件
を
備
え
た
─
①
─
「
出
現
神
」。

ス
タ
ー
・
サ
ス
ペ
ク
ト
は
、
須
佐
之
男
命
で
あ
る
。

〈  

女
神
か
男
神
か  

〉

　
須
佐
之
男
命
は
、『
古
事
記
』に
お
い
て
、
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

命み
こ
と

の
三
貴
子
の
一
人
と
し

て
誕
生
す
る
。
父
・
伊
邪
那
岐
命
か
ら
海
原
の
統
治
を
命
じ
ら
れ
た
が
服
従
せ
ず
、

髭
が
胸
に
垂
れ
る
ほ
ど
成
長
し
て
も
、わ
ん
わ
ん
泣
き
喚
き
ど
お
し
で
赴
任
の
気
配

も
み
せ
な
い
。
黄
泉
国
の
母
（
妣
）・
伊い

邪ざ

那な

美み

が
恋
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
ら

し
い
の
だ
が
、須
佐
之
男
は
、父
・
伊
邪
那
岐
命
が
妻
・
伊
邪
那
美
と
き
っ
ぱ
り
離

別
し
た
後
、鼻
の
禊み

そ
ぎ

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。遺
伝
子
的
に
も
心
情
的
に
も
、そ
れ
ほ

ど
伊
邪
那
美
を
恋
慕
す
る
理
由
は
な
い
は
ず
だ
が
、神
々
の
道
理
や
秩
序
は
、我
々

の
常
識
で
は
理
解
で
き
な
い
。
た
だ
、
父
神
の
価
値
観
と
も
違
っ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
れ
ほ
ど
「
妣
」
が
恋
し
い
な
ら
好
き
に
し
ろ
と
、
天
上
か
ら
「
追
放
」
さ
れ
る
。

詳
し
く
ど
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、文
脈
か
ら
す
れ
ば
追
放
先
は
、妣
・
伊
邪

那
美
の
在
る
「
黄
泉
国
」、
す
な
わ
ち
死
者
の
国
た
る
「
夜
見
」
の
国
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
念
願
成
就
や
っ
と
母
と
一
緒
に
仲
良
く
暮
ら
せ
る
と
、父
・
伊
邪
那
岐
命

か
ら
天
上
世
界
の
統
治
を
託
さ
れ
た
兄
神
・
天
照
大
神
─
父
神
の
左
目
の
禊
に
よ
る

出
生
だ
か
ら
明
ら
か
に
男
神
で
あ
る
─
に
別
れ
を
告
げ
に
天
上
す
る
が
、
そ
の

勢
い
で
全
て
の
山
川
は
鳴
動
し
大
地
は
震
動
し
た
こ
と
か
ら
、す
わ
敵
襲
と
天
照
大

神
に
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
よ
う
や
っ
と「
誓う

け
ひ約

」で
我
が
身
の
潔
白
を
証
明
し
た

も
の
の
、「
荒
れ
す
さ
ぶ
」神
の
本
性
は
抑
え
ら
れ
ず
傍
若
無
人（
神
）の
振
る
舞
い

に
及
び
、終
に
は
ま
た
も
天
上
か
ら
追
放
処
分
、今
度
は
地
上
の
出
雲
国
に
墜お

落と

さ

れ
る
。
こ
の
あ
と
有
名
な
八
俣
大
蛇
退
治
が
あ
っ
て
、
出
雲
国
は
須
佐
之
男
の
統

治
す
る
世
界
と
な
る
。

　
そ
の
後
、
須
佐
之
男
か
ら
６
世
代
後
の
子
孫
・
大
国
主
が
、
須
佐
之
男
の
娘
・
須す

勢せ

理り

毘ひ

売め

と
結
ば
れ
て
地
上
の
王
と
な
る
。大
国
主
は
、須
佐
之
男
の
正
統
的
継
承

者
と
し
て「
国
造
り
」に
邁
進
し
、
領
域
を
拡
大
し
つ
つ「
葦
原
中
つ
国
」の
建
設

へ
と
展
開
し
て
い
く
の
だ
が
、
神
代
に
流
れ
る
時
間
は
、
人
世
の
そ
れ
と
は
断
然

違
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
空
間
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
、容
易
な
解
釈
が
許
さ
れ
な
い
。須
佐
之
男
が

降
り
立
っ
た
出
雲
国
は
「
根
の（
堅
州
）国
」と
も
呼
ば
れ
、
地
下
に
あ
る
死
者
の
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世
界
・「
黄
泉
国
」と
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
が
、
呼
び
名
が
違
う
だ
け
な

の
か
、「
黄よ

泉も

津つ

平ひ
ら

坂さ
か

」と
い
う
入
口
を
共
有
す
る
別
の
国
な
の
か
、
パ
ラ
レ
ル
に

存
在
す
る
異
次
元
の
世
界
な
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
の

時
点
に
お
い
て
、
須
佐
之
男
は
こ
れ
ら
の
国
・
世
界
を
カ
バ
ー
す
る
存
在
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
死
者
世
界
・「
黄
泉
（
夜
見
）
国
」
の
王
（
主
）
で
（
も
）
あ
っ
た
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
で
、「
一
言
主
（
神
）
＝
須
佐
之
男
命
」
は
、
Ｑ.

Ｅ.

Ｄ.

（Quod Erat 
Dem

onstrandum

／
証
明
終
わ
り
）
と
な
る
…
の
だ
ろ
う
か
。

〈  

い
ざ
、
葛
城
へ  

〉

　
先
に
引
用
し
た
『
役
行
者
御
一
代
記
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

　
　
　

 

旧
事
紀
に
一
言
主
の
神
は
、当
山
の
地
主
神
に
し
て
、須
佐
之
男
命
の
、御

子
な
り
と

　
何
の
こ
と
は
な
い
。Ｑ
．Ｅ
．Ｄ
．を
持
ち
出
し
た
こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。平
安

初
期
、
す
で
に
一
言
主
と
須
佐
之
男
命
の
懇
密
な
関
係
は
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
こ
の『
先
代
旧
事
本
紀
』（
旧
事
紀
）
で
は「
一
言
主
（
神
）
＝
須
佐
之

男
命
」
で
は
な
い
。「
須
佐
之
男
命
の
御
子
」
と
さ
れ
て
い
る
。
須
佐
之
男
命
の
子

と
い
え
ば
、
大
国
主
と
結
ば
れ
た
須
勢
理
毘
売
が
想
起
さ
れ
る
が
、
彼
女
（
神
）
は

夫
・
大
国
主
の
女
性
問
題
に
悩
ま
さ
れ
、と
う
て
い
葛
城
ま
で
出
張
っ
て
、雄
略
帝

や
役
行
者
と
係
り
合
う
暇
は
な
い
だ
ろ
う
。
他
の
須
佐
之
男
命
の
御
子
と
い
え
ば
、

天
上
に
お
け
る
天
照
大
神
と
の
「
誓
約
」
で
誕
生
し
た
三
子
が
い
る
。『
古
事
記
』

に
よ
れ
ば
、い
ず
れ
も
女
神
で
、玄
界
灘
あ
た
り（
海
北
道
中
）に
降
臨
し
、お
の
お

の
三
つ
の
社（
胸む

な

形か
た

之の

奥お
き

津つ

宮ぐ
う

、中な
か

津つ

宮ぐ
う

、邊へ

津つ

宮ぐ
う

）に
─
明
確
に
─
鎮
座
さ
れ
て

い
る
。
と
て
も
葛
城
の「
当
山
の
地
主
神
」と
は
な
り
得
な
い
。
記
紀
の
範
囲
で
は
、

須
佐
之
男
命
の
Ｆ
１
世
代
に
、
旧
事
紀
の
一
言
主
に
該
当
す
る
も
の
は
い
な
い
。

も
う
少
し
、
記
述
を
追
い
か
け
よ
う
。

　
　
　

 〔
一
言
主
の
神
は
〕御
容
貌
の
醜
を
恥
て
、幽
谷
に
お
わ
し
て
、昼
出
で
玉
ふ

こ
と
を
嫌
ひ
玉
ふ
よ
し

一
言
主
の「
容
貌
＝
醜
」は
、
後
の
世
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
元
禄
期

の
松
尾
芭
蕉
も
こ
れ
に
因
ん
だ
句
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、こ
れ
も
先
に
引
用
し
た
別
の
役
行
者
伝（
藤
井
佐
兵
衛『
役
行
者
御
伝
記
』、

明
治
41
年
、
藤
井
文
政
堂
）で
は
、
そ
こ
に
も
同
様
の
、
し
か
し
さ
ら
に
詳
細
な
記

述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　

 

抑
そ
も
そ
も

一
言
主
之
神
と
申
は
当
山
地
主
の
神
に
し
て
。須
佐
之
男
之
命
の
御
女

な
り
。
旧
事
記
之
説
な
り
御
容
貌
醜
を
恥
て
。
幽
谷
に
か
く
れ
て
。
昼
出
る

事
を
嫌
ひ
。夜
も
深
く
更
る
を
待
て
出
玉
ひ
し
な
り
。行
者
に
遭
ひ
て
。扇

に
て
面
を
か
く
し
恥
玉
ふ
は
。
流
石
女
神
の
御
慎
み
な
り
。
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こ
こ
で
の
一
言
主（
神
）は
、そ
の
出
現
が
深
夜
で
あ
っ
て
も
、扇
で
顔
を
覆
っ
て

隠
す
ほ
ど
に
慎
み
深
い
女
性
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
文
言
の
前
に
は
、次

の
よ
う
な
章
句
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

 

金
剛
山
の
。
森
々
た
る
霊
場
に
在
て
。
山
神
の
出
現
を
祈
玉
へ
は
。
夜
も
深

更
に
及
び
。
茆か

や
の

庵い
ほ
り

の
ま
へ
に
一
女
。忽
然
と
顕
れ
た
り
。其
姿
を
見
る
に
。

長
き
緋
の
袴
を
は
き
。頭
に
は
。玉
を
も
て
か
ざ
れ
る
も
の
を
か
む
り
。手

に
絵
扇
を
持
。
面
を
か
く
し
。
そ
の
さ
ま
皇
后
の
出
立
に
異
か
ら
ず
。
行
者

是
を
見
て
。
怪
物
に
あ
ら
ざ
る
を
知
り
。
如
何
な
る
人
に
。
ま
し
ま
す
や
と

あ
り
け
れ
ば
。
我
は
一
言
主
之
神
な
り
。

　
役
行
者
の
祈
り
に
応
え
、夜
更
け
に「
忽
然
」と
出
現
し
た
女
神
・
一
言
主（
神
）

の
た
た
ず
い
ま
い
は
、「
皇
后
の
出
立
」
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
『
役
行
者
御
伝
記
』
は
、「
扇
に
て
面
を
か
く
し
恥
玉
ふ
は
。
流
石
女
神
の

御
慎
み
な
り
。」と
記
し
た
直
後
、間
髪
入
れ
ず
、次
の
よ
う
に
続
け
て
記
し
て
い
る
。

　
　
　

 

雄
略
天
皇
葛
城
に
猟
し
玉
ふ
事
あ
り
。二
十
二
代
の
帝
な
り
今
よ
り
凡
二
百

年
前
也
其
時
一
言
主
之
神
出
て
。天
皇
と
轡
を
な
ら
べ
て
。猟
し
玉
ひ
。天

皇
還
幸
の
時
。来
目
川
ま
で
送
り
玉
ふ
事
あ
り
此
神
の
昼
出
玉
ふ
事
は
め
づ

ら
し
く
。
天
皇
の
御
徳
な
り
と
て
。
村
民
。
有
徳
天
皇
也
と
。
云
し
よ
し
古

書
に
見
へ
た
り
。

　
こ
こ
で
は
、一
言
主
が「
御
容
貌
醜
」で
あ
る
か「
面
貌
容
儀
相
似
天
皇
」で
あ
る

か
は
、す
っ
か
り
棚
に
上
げ
、本
来「
夜
も
深
更
」に
出
現
す
る
は
ず
の
一
言
主（
神
）

が
、「
天
皇
の
御
徳
」
に
よ
っ
て
「
昼
出
玉
ふ
事
」
を
、「
雄
略
帝
＝
有
徳
天
皇
」
に

結
び
つ
け
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、一
言
主
が
男
女
い
ず
れ
で
も
あ
っ
て
も
、
雄
略
帝

と
仲
良
く
「
轡
を
な
ら
べ
て
。
猟
し
玉
ふ
」
こ
と
に
無
理
は
な
い
。「
天
皇
還
幸
の

時
。
来
目
川
ま
で
送
り
玉
ふ
」た
こ
と
は
、
む
し
ろ
優
し
き
女
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
逸
話
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
『
役
行
者
御
伝
記
』の
見
事
な
情
報
編
集
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、『
大
和

名
勝
』（
原
享
一
（
代
表
者
）（
明
治
36
年
）
金
港
堂
書
籍
）
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
。
止
め
の
一
撃
は
、
次
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
　

 

葛
木
坐
一
言
主
神
は
、素
盞
烏
尊
の
御
子
と
い
ふ
説
も
あ
り
、又
大
国
主
神

の
御
子
と
い
ふ
説
も
あ
れ
ど
詳
な
ら
ず
。

　
一
言
主（
神
）の「
正
体
」は
机
上
で
は
掴
め
な
い
。
そ
も
そ
も
、一
言
主
は
書
物

の
中
に
在
る
の
で
は
な
い
。ふ
い
に
、現
地
に「
出
現
」す
る
神
だ
。一
言
主
に
会
い

に
行
こ
う
。
一
言
主
は
ど
こ
に
坐ま

し
ま

す
の
か
。

　
　
金
剛
山
寺

　
　
　

 

金
剛
山
寺
は
金
剛
山
の
頂
に
在
り
。
一
名
は
高
天
寺
。〔
…
〕
絶
頂
に
葛
城

の
神
社
あ
り
、
大
社
な
り
、
一
言
主
の
神
と
い
ふ
、

　
　
葛
木
坐
一
言
主
神
社

　
　
　

 
こ
の
神
の
顕
は
れ
た
ま
ひ
し
は
、
雄
略
天
皇
の
葛
城
山
御
狩
の
時
に
し
て
、

爾
来
此
に
祭
ら
れ
し
が
、
今
は
森
脇
村
に
あ
〔
り
〕。
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い
ま
「
葛
城
一
言
主
神
社
」
は
、
奈
良
県
御
所
市
森
脇
４
３
２
に
あ
る
。

 

（
次
回
に
続
く
）
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